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留学報告書 ＩＩ (2023 年度小 5 コース留学生) 
  

塾内在籍校・学年（派遣時）  慶應義塾幼稚舎 5 年 

留学先校名  Dragon School 

留学期間  2023 年 9 月から 2024 年 7 月まで 

 

留学を振り返って 

留学先では、期待どおりの生活を過ごせましたか？ （留学先の良かった点・悪かった点も教えてください。） 

留学先では寮長先生やBA、担任の先生方がとてもやさしく接してくださったので、ホームシックになる

ことなく初日から楽しく過ごすことができました。期待以上の楽しい学校生活・寮生活でした。 

【良かった点】 

・さまざまな国の人と友人になれたことで、文化や考え方の違い等を知ることができました。 

・英語だけでなくラテン語やフランス語の授業があったので、日常では使わないような言語を学ぶことがで

きました。 

・寮生活では自分の事は自分でしなければならないので、生活力が身につきました。 

・クラブ活動とは別に火、木、土にもアクティビティがあるので、時間を持て余すことなくいつも忙しく過

ごしていました。 

・12月にドラゴンスクールで開催されたドラゴンセールでは、それぞれが考えた品物を売るお店を出していまし

た。ある子はおばあちゃんが作ったジンジャーブレッドを使って家を作り、それを売って 

いました。私は日本の事を知ってもらうチャンスと捉え、折り紙で鶴を折ったり、抹茶のお菓子を売りま

した。そしてその売上げ全てを寄付しました。 

【困った点】 

・ドラゴンスクールの給食に慣れるまでに時間がかかりました。 

クラブ活動や課外活動など、勉強以外の活動について教えてください。  

放課後のクラブ活動は学期ごとに沢山の選択肢から選ぶことができ、第 4 希望まで入力して運がよけ

れば月、火、水、木、金と毎日参加できます。最初は張り切ってすべての曜日にクラブ活動を入れていま

したが、疲れて体調を崩すことがあったので、週 3 のペース＋土曜日の Quest に 2 コマエントリーし

ました。クラブ活動はテニス、フットボール、ネットボール、ホッケー、料理、チェス、ドラゴンコーラ

ス、ダンスでした。※火曜日と木曜日にもお昼前にアクティビティがありました。 

Quest は水泳、クラフト、劇、ホッケー、タイピングクラブにエントリーしました。 

※土曜日の午後にも 2 コマ選べます。 

またシーズン毎に決められたスポーツの Games が週に 2 回、Match が週に 1 回あり、レベル別にチ

ームが分けられます。秋はホッケー、冬はネットボール、夏はクリケットでした。初めて経験するスポー

ツもありましたが、なんでもチャレンジ精神で頑張り、いずれも上のチームに入ることができました。 

【参加した課外活動】 

ダボススキー合宿／トライアスロン大会／ドラゴンコーラス（合唱サークル）／フットボール大会 
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ルームメイトについて教えてください。 

寮には 20 人ほどで一緒に暮らしていました。部屋割りはタームごとに変更でしたが、希望を伝えれば 

1 人か 2 人ぐらいは同じ部屋になれました。チャーベリーでは、7 人部屋が 2 つと 2 人部屋と 3 人部

屋がありました。最後のタームでは親友の 2 人と一緒になることができました。 

ルームメイトにはイギリス、イタリア、中国、タイ、ナイジェリアなどさまざまな国の人がいたので、沢

山の友人ができ、その国の文化を知ることができました。 

 

勉強について 

各授業の内容・進め方・宿題・テストについて、日本との比較に触れながら記入してください。 

午前中の授業の合間に BunBreak という軽食を食べる習慣があることにまず驚きました。しかしその休

憩のお陰で頭がリフレッシュできて次の授業に集中することができました。 

 ドラゴンの授業では各教室に大きいスクリーンがあるので、基本的には教科書は使いません。また日本

では鉛筆を使いますが、ドラゴンでは算数以外は鉛筆ではなくペンを使います。そして、全教科色の違う

ノートが配布されるので帰国の際はたくさんの荷物で物凄い重さでした。また私はミュージックの個人レ

ッスンをお願いしていたので、授業中もしくは休み時間の間に 30 分ほどそのレッスンがありました。ミ

ュージックレッスンではピアノ、シンギング、ドラム、ドラマ（1 人か 2 人ペア）等を選んでレッスン

が受けられます。 

プレップ（宿題）は、夕食の後に決まった教室でみんなで助け合いながら 1 時間ほどするので楽しく

できました。※テストはタームごとにあります。 

● Science 

専門的な用語がたくさんあり最初は全くわかりませんでしたが、電子辞書で調べて少しずつ理解すること

ができました。 

● English 

文章やお話の書き方を習い、書く練習をたくさんしたので Writing の勉強になりました。 

● History 

Computer で Tudor 時代についての project を作成したので、イギリスの歴史の理解が深まりました。 

● DT 

自ら設計図を書いて木箱を作りました。設計から考えて仕上げた木箱は一生の宝物にしたいと思います。  

● Art 

Paintbrush や色鉛筆、クレヨンを使って風景やコーラのビンの絵を描きました。 

● Latin 

今まで全く接点のない言語でしたが、ドラゴンスクールに来て学び始めると興味が湧いてきて楽しく授業

を受けることができました。ラテン語の授業では歌（ラップ）でパターンを覚えていたので、毎回のレッ

スンが楽しみでした。毎回のレッスンに楽しく励み、ターム最後のテストではクラスで 2 番目によい点

数を取ることができました。1 番になれなくて悔しかったので、もっとラテン語を勉強したいという気持

ちになりました。 

● French 

フランス語の授業では頑張っている姿勢を先生に見せるとコアラのシールがもらえたので、モチベーショ

ンに繋がりました。※フランス語の授業だけたまに教科書を使います。 
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● Geography 

観光者が多いナショナルパークのことについて学んだことが一番印象的でした。地理は最も苦手とする分

野だったので授業についていくのが大変でした。科目のほとんどは日本で習っていましたが、地理はイギ

リスについての事だったので、先生が言っていることが理解できずついていくことに必死でした。 

● Maths 

日本でも勉強していたので、ドラゴンスクールではトップセットにいました。教室に入るとスクリーンに

算数の問題が映されているので、みんな各自の席に座り静かに算数のノートを開き、問題に励んでいまし

た。私はきれいにノートをとるように努力して 3 冊までいきました。 

● EAL 

週に一回、授業の間に 1 時間ありました。私は女性の先生と一対一でレッスンがありました。ターム最

後のレッスンでは英語の単語を使うゲームをし、楽しい思い出となりました。  
 

今後について 

この派遣留学を通して、自分自身にどのような変化があったと感じていますか。 

寮生活をすることで自己管理ができるようになり自信がつきました。また様々な国の人達と接すること 

で色々な価値観やそれに対する考えがあることを知りました。見える世界が変わったこの経験はこれから

の財産になると思います。 

 

今後の派遣留学生へのアドバイス 

日本のことについて話せるようにもう 1 度日本についての知識を増やしておくと、聞かれた時や 

International Day の時などに役立つと思います。最初は戸惑うことが多いと思いますが、すぐに慣れてき

ます。色々なことに慣れると毎日が楽しく過ごせるので何事も前向きに捉えて頑張って下さい。また 1 年

間はあっという間なので、目標と強い意志をもって留学生活を楽しんでください。 

 

 


